
AFICAT

第1回情報交換会

「ケニア編」

2024年7月10日（水）

㈱かいはつマネジメント・コンサルティング
AFICAT調査チーム

（独）国際協力機構

サブサハラアフリカ地域先進農業技術の導入を通じた
農業機械化展開に係る情報収集・確認調査



プログラム

時間 内容 登壇者

16:00 開会の挨拶
池ヶ谷二美子

㈱かいはつマネジメント・コンサルティング AFICAT調査チーム 業務主任者

16:05 AFICATの紹介
弓削田 高大

㈱かいはつマネジメント・コンサルティング AFICAT調査チーム

16:15 農業機械化の課題とニーズ
村上峻一氏

元ケニア国農業畜産開発省農業機械化アドバイザー

16:35
ケニアの農業投資促進政策・投資

環境と本邦企業の進出可能性

里山隆徳氏

ケニア国農業畜産開発省戦略的農業開発アドバイザー

16:50 質疑応答 ―

17:20 民間連携事業スキームの案内
川口 美咲氏
JICA民間連携事業部

17:25 閉会の挨拶 池ヶ谷二美子



AFICATの紹介

※ご質問は後ほどの質
疑応答の際や、チャット
ボックスでも適宜承りま
す。



 日・アフリカ農業イノベーションセンター（Africa Field
Innovation Center for Agricultural Technology：
AFICAT）は、2019年に開催されたTICAD7で日本の民
間セクターから設置が提案されました。

 2022年4月からパイロット活動としてAFICATがアフリカ5カ国
で順次稼働し、2024年2月から新フェーズとして引き続き活
動を実施しています（バーチャルなセンターです）。

 現地政府関係者、JICAアドバイザー／事務所らと共に本邦
企業のアフリカ進出を支援します。本邦企業が有する製品や
技術の導入促進を通じて、現地の農業生産性向上（農業
機械化を含む）、農産品の品質向上、農民のエンパワメント
への貢献を目指します。

 主な対象国は、タンザニア、ケニア、ナイジェリア、ガーナ、コー
トジボワールの5カ国です。

 AFICATのウェブページはこちらからアクセスください。
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アフリカ進出への足掛かりに

農業機械・資材メーカー様等の
アフリカ進出を支援します

※主にタンザニア、ケニア、ナイジェリア、ガーナ、コートジボワール

AFICAT
（日・アフリカ農業イノベーションセンター）

West

・Cote d’ Ivoire

・Nigeria

・Ghana

East

・Kenya

・Tanzania

AFICATとは？

https://www.jica.go.jp/Resource/activities/issues/agricul/aficat/index.html


具体的なご支援内容
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現地の政府・民間組織・

販売代理店候補などとの
関係構築支援

農業・農業機械/資材、
主要金融機関などの
現地情報提供

企業様のオンライン含む
セミナー・デモ・
実証試験の実施支援

• 農業省など政府関係者や商
工会議所など現地関係者の
紹介・面談の実施支援
※通訳・資料翻訳は行いません。

• コメや主要作物の生産や
加工の概要

• 主要な金融機関などの情
報

• 開催地、招待者などセミナーや
デモ実施に向けた相談

• 実証委託先候補に関する情報を
提供

※開催に係る費用は企業様の負担になります（下段
赤文字参照）。
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ケニア

ジョモ・ケニヤッタ農工大学（JKUAT）

★JICA技術協力プロジェクト実施中
主な訪問者：
大学教員、農工学部学生、政府関係者など

タンザニア

キリマンジャロ農業研修センター（KATC）
★JICA技術協力プロジェクト実施中
主な訪問者：
農民、農民組合、学生、政府関係者など

参加費用：無料（資機材やチラシなどの輸送手配／輸送費の支払いなどは企業様の負担になります）

対象企業：農業資機材メーカー（農業系IT、アプリケーションソフトなどを含む）
展示内容：農業資機材（製品）、プロモーション動画、企業紹介パンフレット、製品カタログ・チラシ、企
業担当者の名刺、写真など

MAP MAP
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アフリカ5カ国での展示会出展も予定しています
 現地の展示会でご提供頂いた資機材、広報資料などを展示する予定です。
ご関心がある方はその旨「お問い合わせ先」までご連絡ください。
※赤字のイベントは参加が確定し、現在、参加企業募集中の展示会です！

ナイジェリア
例：AAMETEX（国際展示
会）

コートジボワール
例：SARA（国際展示会）

ガーナ
例：農民の日（農業フェア）

タンザニア
例：サバサバ（国際見本市）7月

ナネナネ（農業祭）8月

ケニア
例：農業サミット

企業、製品PR
• 企業や製品の認知度を上げることができます。

代理店候補との出会い
• 展示会には様々な農業関連製品の現地販売
代理店が出展します。AFICATブースを訪れた
現地販売代理店が関心を持った本邦企業へ
問い合わせすることが期待されます。

現地ニーズ確認
• 現地の方から貴社製品へのフィードバックをもら
うことが期待できます。

ルワンダで開催予定の
AFSフォーラムへの出展も

予定しています
（9月初旬開催）



現地の実施体制（ケニア）

2024/7/8

◼ 農業畜産開発省に加え、民間セクターの代表として農業セクターネットワーク（ASNET）を加えた実施体制として、AFICAT委員会を
設立しました。農業開発アドバイザー（里山専門家）がAFICAT委員会の活動を支援されています。
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AFICAT 
Committee

Head: MoALD AES

Co-Chair: ASNET GM

Members:
MoALD officers, 
ASNET officer, 
JICA advisor

Coordination for all 
①-⑦ functions

Gov. Agric. 
Training Center 
(ATDC)

②Demonstration, 

validation & 

exhibition

•⑥PR

Research 
Center 
(KARLO)

•②

Demonstration, 

validation & 

exhibition

•③Business 

model & VC

Gov. Institute 
in charge of 
Agric.Mechan
ization
(ATDC)

②Demonstration, 

validation & 

exhibition

•⑦HR 
development

Other 
Institutes 
(NIA, WRSC, 
Counties)

•②
Demonstration, 
validation and 
exhibition

University 
(JKUAT)

•②
Demonstration, 
validation & 
exhibition

•③Business 
model & VC

•⑤R&D

Financial 

Institutions

（AFC, Equity, 

Cooperative, 

etc.）

④Finance

Chamber of 

Commerce, 

Industry Group, 

etc. (KNCCI, 

MRGM, etc.)

①Introduction of 

local partners

•②
Demonstration

•③Business 
model, VC

Japanese 
Companies

JICA
Tsukuba 
CenterJICA HQ

AFICAT 
secretariat

JICA
Kenya
Office

Horticulture 
(SHEP) TC Project

Kenyan
Companies,

Farmers, etc.

Dealership, 
Business, etc. Contacts in Japan

JICA knowledges 
& networks in 

Africa

General business support

Focal points

Communicate 
closely

Communicate 
closely

Learn new technologies
Exchange information

Rice TC Project

Japan Visit Program/
Third Country Training 

in other AFICAT 
countries etc.

Africa-ai-JAPAN
(at JKUAT)

Agriculture Advisor
(+ Local Consultant)

Japanese 
Embassy

JETRO 
Nairobi
Office

JICA 

Survey 
Team



今後の情報交換会の予定
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 今後とも継続的に各国のJICA専門家、AFICAT委員会関係者などを招き、情報交換会を開催します。

 普段は現地に長期で派遣されているJICA専門家などと、対面で情報交換できる貴重な場となります。ざっくば
らんな情報交換の場を想定していますので、お気軽にご参加ください（地方の方も参加しやすいように、対面と
オンラインのハイブリットで開催します）。本編終了後の懇親会も適宜開催を検討します。

 現在、調整中の情報交換会は以下のとおりです。引き続き、関係者と調整していきます。

 情報交換会の予定は、AFICATのメーリングリストなどで告知していきます。未登録の方は、この機会に 
AFICATのメーリングリストに、是非、ご登録ください！

時期 国 発表者 備考

1 2024年7月10日
（木）16:00～

ケニア ケニア国戦略的農業開発アドバイザーほか
対面とオンラインのハイブリット。

2 2024年8月下旬 ナイジェリア AFICAT委員会（連邦農業食料安全保障省、商工会
連合ほか）

日程調整中。オンラインのみ（同時通訳）。
日時が確定次第ご案内します

3 2024年9月下旬 タンザニア タンザニア国農業機械化アドバイザー、JICA本部 日程調整中。対面とオンラインのハイブリット。
日時が確定次第ご案内します

4 ・・・・・



質疑応答

※事前質問分、口頭

質問分、チャット質問

分の順にご回答します。



本日はご参加あり

がとうございました。

 会場／Zoomからのご退席の前にアンケートへのご協
力をお願いいたします。

 締め切り 7月12日（金）24時 ※可能な限りお早
めにご回答ください。

 https://forms.office.com/r/vgf3fTrqUq

https://forms.office.com/r/vgf3fTrqUq
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